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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　
本
学
・
津
田
沼
校
舎
の
会

場
に
も
多
く
の
受
験
生
が
足

を
運
ん
だ
。
受
験
生
に
は
試

験
中
、
マ
ス
ク
着
用
を
義
務

付
け
、
各
出
入
口
に
消
毒
液

を
設
置
、
会
場
で
定
期
的
な

換
気
を
徹
底
し
た
。

　
第
１
日
程
は
本
学
関
係
で

は
両
日
と
も
、
特
に
ト
ラ
ブ

ル
も
な
く
終
了
し
た
。

　令
和
３
年
度
検
定
料
免
除

　
志
願
者
増
に
つ
な
が
っ
た

要
因
に
つ
い
て
、
本
学
事
務

局
は
、

　
①
本
学
は
昨
年
10
月
、
新

型
コ
ロ
ナ
禍
で
業
種
に
よ
り

深
刻
化
す
る
経
済
事
情
を
踏

ま
え
、
受
験
生
へ
の
進
学
支

援
策
と
し
て
、
令
和
３
年
度

に
限
り
、
共
通
テ
ス
ト
利
用

入
学
試
験＜

前
期
・
中
期

・
後
期＞

の
検
定
料
（
通

常
１
万
５
千
円
）
を
免
除
す

る
こ
と
を
決
定
。
受
験
に
伴

う
出
費
が
抑
え
ら
れ
る
と
同

時
に
、
共
通
テ
ス
ト
は
自
身

の
居
住
地
域
で
受
験
で
き
る

の
で
移
動
に
伴
う
感
染
リ
ス

ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、

受
験
生
に
心
強
い
支
援
と
な

っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
②
令
和
２
年
度
も
、
本
学

の
研
究
成
果
が
評
価
さ
れ

て
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で

数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
ブ

ラ
ン
ド
力
を
高
め
た
｜
｜
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。

　
話
題
の
筆
頭
は
、
探
査
機

「
は
や
ぶ
さ
２
」。
小
惑
星

リ
ュ
ウ
グ
ウ
で
地
下
物
質
採

取
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
果
た
し
、

カ
プ
セ
ル
が
無
事
に
帰
還
。

本
学
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ

ー
（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
が
探
査
機

に
搭
載
さ
れ
た
多
く
の
科
学

観
測
機
器
の
開
発
に
関
与

し
、
期
待
通
り
の
成
果
を
挙

げ
た
こ
と
が
、
多
く
の
メ
デ

ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
千

葉
工
大
の
技
術
力
を
印
象
付

け
た
。

　
ま
た
、
本
学
研
究
成
果
な

ど
を
発
信
し
て
い
る
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
の
来
場
者
が
90
万
人
を

ニュースガイド
２面　寺田さん学生奨励賞／小川さ

んベストペーパー／ソナムさ
ん受賞／小型ロケット洋上発
射２日で５機

３面　和田主席研究員はやぶさ２の
挑戦語る／信川准教授ら高齢
者の創造性を脳波で初検出／
現実と仮想‐有本准教授受
賞／九十九里小でロケット出
前講座

４面　第71回津田沼祭とオープンキ
ャンパス　オンラインで開催
／新任紹介

令和３年度入学試験　学科別志願者数

学部 学科
共通テスト利用
(前期)試験

センター利用
(前期)試験

３年度 前年度

工学部

機械工学科 3,384 2,652
機械電子創成工学科 2,671 2,038
先端材料工学科 2,393 1,958
電気電子工学科 3,124 2,369
情報通信システム工学科 3,334 2,435
応用化学科 2,280 1,690

創造工学部
建築学科 2,796 2,265
都市環境工学科 2,477 1,982
デザイン科学科 2,521 1,890

先進工学部
未来ロボティクス学科 2,769 2,191
生命科学科 2,064 1,570
知能メディア工学科 2,782 2,268

情報科学部
情報工学科 3,965 3,074
情報ネットワーク学科 3,226 2,531

社会システム
科学部

経営情報科学科 2,094 1,554
プロジェクトマネジメント学科 1,878 1,359
金融・経営リスク科学科 1,779 1,352
全志願者数 45,537 35,178

本学志願 一挙１万人増

過
去
最
多
、４
万
５
千
人
超
す

　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
代
わ
り
初
め
て
実
施
さ
れ
る
令
和
３
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

写
真
下

に
注

の
第
１
日
程
が
16
、
17
日
の
両
日
行
わ
れ
、
入
試
シ
ー
ズ
ン
入
り
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

で
２
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
首
都
圏
な
ど
11
都
府
県
に
出
さ
れ
る
中
、
本
学
も
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

（
前
期
）
を
実
施
。
総
志
願
者
は
４
万
５
５
３
７
人
と
な
り
、
昨
年
よ
り
１
万
３
５
９
人
上
回
り
、
過
去
最

多
だ
っ
た
昨
年
度
を
大
幅
に
更
新
し
た
。

コロナ下　の令和３年度 共通テスト利用入試

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
厳
重
な
感
染
防
止
策

が
取
ら
れ
た
会
場
で
、
全
国

で
は
約
53
万
５
千
人
が
試
験

に
臨
ん
だ
。

突
破
し
た
▽
受
験
生
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
入
試
制
度
の

運
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
｜
｜
な
ど
が
、
志
願

者
を
集
め
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
１

月
７
日
、
２
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出

さ
れ
て
以
来
、
本
学
は
左
記
の
感
染
対
策
を

講
じ
、
学
生
、
教
職
員
ら
に
協
力
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

　
ま
た
入
構
時
の
検
温
や
各
施
設
の

消
毒
液
設
置
に
加
え
、
１
月
下
旬
、

新
た
に
津
田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス
６
号
館

に
除
菌
ブ
ー
ス
２
つ

写
真

を
設

け
た
。
入
館
時
に
、
衣
類
を
着
た
ま

ま
除
菌
ブ
ー
ス
内
で
立
ち
止
ま
る

と
、
装
置
内
の
特
殊
ノ
ズ
ル
か
ら
自

動
で
除
菌
ミ
ス
ト
が
噴
霧
さ
れ
、
衣

類
に
つ
い
た
ウ
イ
ル
ス
や
菌
を
除
去

す
る
。
植
物
由
来
の
薬
剤
を
使
っ
て

い
る
の
で
安
心
と
い
う
。

　
ブ
ー
ス
は
、
1
月
31
日
か
ら
始
ま

る
Ａ
日
程
試
験
で
来
校
す
る
受
験
生

た
ち
に
も
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
急
ピ
ッ
チ
で
設
置
が
進
め
ら
れ

て
い
た
。

お知らせ

新型コロナウイルス感染症対策　緊急事態宣言下の対応について

 首都圏などに１月７日、緊急事態宣言が出されたことを受け、本学

　では、これまで以上に感染予防策の徹底を図っていくこととした。

　１．入構に際して（１月12日以降） 
・入構時に「入構届（健康管理自己チェック表）」を提出すること。

　（入構届はキャンパスポータルサイトから取得可能）

・少しでも体調不良（微熱、味覚障害、倦怠感、せきなど）を自覚す

　る場合は、入構を控えること。

・不特定多数の人との接触を避けるため、一度入構した後は、原則と

　して帰宅するまで、食事も含めキャンパスの外へ出ることを禁止す

　る。

・ 卒業論文、修士論文作成のための入構は、最終発表終了日まで許可

　する。

・学部１・２・３年生、修士１年生については、補充授業、追試験、

　再試験、就職活動など、特別な場合のみ入構できる。不明な点は学

　生センター、就職課等へ問い合わせること。

 　２．日常生活に際して 

・不要不急の外出を控え、日々の体調管理の徹底に努める。

・会話の際には必ずマスクを着用すること。

・食事前、トイレの後など、こまめに手洗い、手指消毒を行うこと。
　　３．学食などでの食事に際して 

・学食で食事をする際の会話を禁止する。

・研究室やラボでの食事は禁止する。

入
館
へ
除
菌
ブ
ー
ス
設
置

津田沼校舎の会場で行われた初の共通テスト利用入試

■ 大学入学共通テスト利用入試　思考力や表現力を重視する方向でセンタ

ー入試に代わり導入された。共通テストの成績を利用し各大学に出願するだ

けで合否が決定される。複数の大学に出願できる。

2021
1.15

千葉工業大学・入試広報部
〒275-0016　千葉県習志野市津田沼

２丁目17番１号

℡ 047(478)0222　FAX 047(478)3344

毎月１回（８月を除く）15日発行

https://www.it-chiba.ac.jp/
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方
略
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

人
間
の
行
動
パ
タ
ー
ン
に
即

し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

の
立
案
が
可
能
に
な
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
。

　
先
行
研
究
が
あ
ま
り
な
い

中
、
ま
ず
、
ど
う
研
究
を
進

め
て
い
く
か
に
苦
労
し
た
と

い
う
。

　
小
川
さ
ん
は
「
賞
を
頂
け

る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
夢
の
よ
う
な
気
分
で

す
。
先
生
方
の
お
か
げ
で
、

感
謝
し
て
も
し
切
れ
ま
せ

ん
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
語
っ
て
い
た
。
　

　「
情
報
通
信
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
の
第
７
回
国
際
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ 

（WICS'20

）」
は

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
関
す

る
第
８
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
（CANDAR'20

）」
と
連
動

し
て
昨
年
11
月
24
〜
27
日
、

日
本
で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ

れ
た
。
小
川
美
里
さ
ん
（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
科
２
０
１
９
年
度
卒
業
生

現
在
市
原
市
役
所
勤
務
、

谷
本
茂
明
研
究
室

写
真
）

が
発
表
し
た「Information 

S
e
c
u
r
i
t
y
 
F
a
t
i
g
u
e 

Countermeasures 
Based 

on 
Cognitive 

Strategy 

Scale

（
認
知
戦
略
尺
度
に

基
づ
く
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
疲
労
対
策
）」
が
ベ
ス
ト

ペ
ー
パ
ー
に
選
ば
れ
た
。

　
近
年
、
増
加

し
て
い
る
内
部

不
正
な
ど
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
と
し
て
、

心
理
的
観
点
に

基
づ
く
対
策
が

注
目
さ
れ
て
い

る
。
今
回
、
新

た
に
認
知
心
理

学
で
用
い
ら
れ

て
い
る
認
知
的

　
Ｉ
Ｔ
時
代
の
情
報
技
術
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
話
し

合
う
高
度
応
用
情
報
学
の

第
９
回
国
際
会
議
（IIAI 

AAI
2020

）
は
昨
年
９
月
１

〜
15
日
、
日
本
で
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
さ
れ
、
Ｉ
Ｔ
大
国

イ
ン
ド
か
ら
本
学
に
留
学

中
の
ソ
ナ
ム
・
ワ
ン
ギ
ャ

ル
さ
ん
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

工
学
専
攻
修
士
２
年
、
谷

本
茂
明
研
究
室

写
真
）
が

発
表
し
た
「A 

Study 
of 

Multi-viewpoint 
Risk 

Assessment of Internet 

of Things 

（IoT

）

多
面

的
な
観
点
に
基
づ
く
Ｉ
ｏ

Ｔ
の
リ
ス
ク
評
価
に
関
す

る
研
究
」
が
、Honorable 

Mention 
Award

（
奨
励
賞
）

を
受
賞
し
た
。

　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
時
代
に
、

電
子
機
器
を
ネ
ッ
ト
で
結
び

活
用
さ
れ
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
面
で
の
脅
威

も
増
し
、
Ｉ
Ｔ
ガ
バ
ナ
ン
ス

上
の
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

ソ
ナ
ム
さ
ん
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
リ

ス
ク
を
、
サ
イ
バ
ー
面
だ
け

で
な
く
物
理
面
・
運
用
面
な

ど
非
サ
イ
バ
ー
面
も
含
め
た

多
面
的
な
観
点
か
ら
分
析
・

評
価
し
た
。

　
谷
本
教
授
の
も
と
、
関
心

を
抱
い
て
き
た
テ
ー
マ
を
選

び
、
文
献
調
査
に
努
め
、
関

連
動
向
に
常
に
ア
ン
テ
ナ
を

高
く
保
つ
よ
う
に
し
て
き
た

と
い
う
。

　
ソ
ナ
ム
さ
ん
は
「
谷
本
先

生
の
お
か
げ
で
論
文
を
完
成

で
き
ま
し
た
。
大
変
う
れ
し

く
光
栄
に
思
い
ま
す
。
Ｉ
ｏ

Ｔ
は
、
持
続
的
な
未
来
を
実

現
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い

技
術
だ
と
思
い
ま
す
。
将
来

も
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
通
じ
て
人
・
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
受
賞
を
喜
ん
だ
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
疲
労
対
策

■
　
小
川
さ
ん
ベ
ス
ト
ペ
ー
パ
ー

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
リ
ス
ク
を
多
面
評
価

■
　留
学
生
ソ
ナ
ム
さ
ん
受
賞

　
５
Ｇ
時
代
を
迎
え
た
移
動

通
信
基
地
局
の
ア
ン
テ
ナ
に

つ
い
て
、
ア
ン
テ
ナ
・
伝
搬

研
究
専
門
委
員
会
の
２
０
１

９
年
度
下
半
期
研
究
会
（
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
）
で
、
寺
田

一か
ず

貴き

さ
ん
（
電
気
電
子
情
報

工
学
専
攻
２
年
、
長
敬
三
研

究
室

写
真
）
が
「
左
手
系

漏
れ
波
ア
ン
テ
ナ
の
ビ
ー
ム

ス
ク
イ
ン
ト
を
低
減
す
る
等

価
回
路
パ
ラ
メ
ー
タ
の
検

討
」
を
発
表
し
、
学
生
奨
励

賞
を
受
賞
。
20
年
６
月
18
日

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
表
彰
式
が

あ
っ
た
。

　
５
Ｇ
で
は
、
ス
モ
ー
ル
セ

ル
（
小
型
基
地
局
）
を
低
コ

ス
ト
で
配
備
す
る
必
要
が
あ

る
。
４
Ｇ
の
小
型
基
地
局
用

ア
ン
テ
ナ
と
し
て
、
Ｃ
Ｒ
Ｌ

Ｈ
伝
送
線
路
で
構
成
さ
れ
る

〝
棒
状
の
漏
れ
波
ア
ン
テ

ナ
〞
が
提
案
さ
れ
て
い
る

が
、
周
波
数
が
変
化
す
る
と

通
信
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
大

き
さ
も
変
動
し
て
し
ま
う
問

題
が
あ
る
。

　
寺
田
さ
ん
は
こ
の
４
Ｇ

（
３
・
５
㌐
㌹
帯
）
用
ア
ン

テ
ナ
を
、
５
Ｇ
（
３
・
８
㌐

㌹
帯
）
で
も
動
作
さ
せ
よ
う

と
検
討
し
て
い
る
。

　
ア
ン
テ
ナ
の
構
造
を
等
価

回
路
で
表
し
、
周
波
数
変
動

に
対
す
る
電
波
の
最
大
放
射

方
向
変
動
を
抑
制
す
る
回
路

パ
ラ
メ
ー
タ
を
ラ
ン
ダ
ム
探

索
法
で
検
討
。
右
手
系
パ
ラ

メ
ー
タ
の
値
を
小
さ
く
し
、

左
手
系
の
値
を
大
き
く
す
る

こ
と
が
ビ
ー
ム
ス
ク
イ
ン
ト

（
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
変

動
）
を
低
減
す
る
設
計
指
標

と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。

　
ま
た
、
実
際
の
伝
送
線
路

特
性
を
考
量
す
る
と
、
検
討

周
波
数
帯
域
幅
で
の
最
小
伝

達
位
相
差
に
は
限
界
が
あ
る

こ
と
を
示
し
た
。

　
こ
の
検
討
は
企
業
・
他
大

学
と
の
共
同
研
究
で
行
わ

れ
、
意
見
を
伝
え
る
た
め
プ

レ
ゼ
ン
ス
キ
ル
の
向
上
に
も

力
を
入
れ
た
と
い
う
。

　
寺
田
さ
ん
は
「
研
究
会
で

の
発
表
は
学
生
生
活
で
一
つ

の
目
標
と
し
て
お
り
、
受
賞

は
大
変
う
れ
し
く
感
じ
て
い

ま
す
。
ご
指
導
い
た
だ
い
て

い
る
先
生
方
と
、
支
援
の
家

族
、
発
表
に
携
わ
っ
た
皆
様

に
感
謝
し
ま
す
」と
語
っ
た
。

移
動
通
信
基
地
局
ア
ン
テ
ナ
改
良
へ

■
　
寺
田
さ
ん
学
生
奨
励
賞

　
本
学
は
２
０
２
０
年
11
月

14
、
15
日
、
夷
隅
郡
御
宿
町

の
網
代
湾
で
３
回
目
の
小
型

ロ
ケ
ッ
ト
の
洋
上
打
ち
上
げ

実
験
を
行
い
、
２
日
間
に
５

機
を
発
射
し
、
す
べ
て
成
功

し
た
。
１
日
当
た
り
の
打
ち

上
げ
機
数
を
増
や
せ
た
こ
と

で
、
将
来
、
御
宿
町
で
開
催

予
定
の
ロ
ボ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
の
実
現
へ
、
大
き
く
近
づ

い
た
。

　
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
和
田

豊
准
教
授
の
指
導
で
、
機
械

電
子
創
成
発
展
実
験
・
実
習

の
一
環
と
し
て
機
械
電
子
創

成
工
学
科
の
３
年
生
が
設
計

製
作
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
▽
本
学

洋
上
発
射
　２
日
で
５
機
成
功

■
　
ロ
ボ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
目
指
す

小型ロケット

主
催
の
ロ
ケ
ッ
ト
ガ
ー
ル
＆

ボ
ー
イ
養
成
講
座
に
参
加
す

る
関
東
近
郊
の
高
校
生
ら
が

設
計
製
作
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
３

機
▽
本
学
ロ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ク

ル
団
体
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
の
学
生

た
ち
が
設
計
製
作
し
た
ロ
ケ

ッ
ト
｜
｜
の
計
５
機
。

　
特
に
15
日
に
は
、
12
時
半

か
ら
１
時
間
半
の
間
に
３
機

を
打
ち
上
げ
成
功
し
た
。

　
洋
上
発
射
実
験
は
、
本
学

が
計
画
す
る
宇
宙
微
粒
子
採

取
ロ
ケ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
国
内
発
射
地
難
の
打
開
策

と
し
て
洋
上
で
打
ち
上
げ
、

高
度
１
０
０
㌔
に
到
達
す
る

観
測
ロ
ケ
ッ
ト
を
目
指
す
。

そ
の
基
礎
研
究
と
し
て
19
年

３
月
、
国
内
で
初
実
施
。
洋

上
の
揺
れ
が
ロ
ケ
ッ
ト
の
発

射
に
与
え
る
影
響
な
ど
を
調

べ
て
改
良
を
重
ね
、
洋
上
フ

ロ
ー
ト
上
に
最
大
３
機
を
同

時
発
射
で
き
る
よ
う
に
し

た
。

　
開
催
を
目
指
す
ロ
ボ
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
は
、
小
型
ロ
ケ

ッ
ト
を
利
用
し
て
新
し
い
宇

宙
技
術
を
競
う
コ
ン
ペ
と
し

て
高
校
生
・
大
学
生
に
参
加

募
集
。
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
搭
載

ロ
ケ
ッ
ト
を
開
発
し
、
ロ
ケ

ッ
ト
を
海
に
向
け
て
打
ち
上

げ
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
を
展
開

後
、
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
放

出
。
着
水
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
が

海
を
泳
ぎ
砂
浜
を
走
破
し
て

ゴ
ー
ル
を
目
指
す
。
広
い
砂

浜
が
魅
力
の
御
宿
町
の
町
お

こ
し
に
も
つ
な
げ
る
構
想

だ
。

㊤洋上フロートから打ち上げた瞬間

㊧ 網代湾を上昇するロケット　㊨ 発射をカメラで捉える養成講座の高校生たち
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

各
プ
レ
ー
後
に
没
入
感
に
関

す
る
主
観
評
価
（
Ｉ
Ｅ
Ｑ
） 

に
回
答
し
て
も
ら
っ
た
。

　
実
験
条
件
は
、
被
験
者
の

笑
い
声
に
対
し
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
反
応
が
返
さ
れ
る
条
件
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
反
応
が
返
さ

れ
る
条
件
、
何
も
反
応
が
返

さ
れ
な
い
条
件
の
３
つ
。

　
そ
の
結
果
、
プ
レ
ー
ヤ
ー

の
笑
い
声
に
対
し
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
あ
る
い
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
返
す
と
、

認
知
的
に
ゲ
ー
ム
に
引
き
込

ま
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
笑
い
声
に
対
し
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

を
返
す
と
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
は

ゲ
ー
ム
に
感
情
的
に
引
き
込

ま
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
と
い
う
。

　
有
本
准
教
授
は
「
ま
だ
実

験
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
未
熟
な
が

ら
も
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し

て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
、
そ
の
将
来
性
に
対

し
て
い
た
だ
い
た
賞
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
励
み

に
研
究
を
続
け
、
新
た
な
発

見
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

現
実
世
界
を
利
用
し
た
認
知

の
拡
張
」
で
、
情
報
工
学
科

の
有
本
泰よ

し

子こ

准
教
授

写
真

が
「
現
実
世
界
に
お
け
る

無
意
識
な
感
情
表
出
に
対
し

て
生
成
さ
れ
る
ゲ
ー
ム
イ
ベ

ン
ト
の
効
果
」
を
発
表
し
、

特
集
テ
ー
マ
セ
ッ
シ
ョ
ン
賞

に
選
ば
れ
た
。

　
Ｈ
Ｃ
Ｇ
は
人
に
や
さ
し
い

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

を
目
指
し
活
動
。
今
回
は
現

実
世
界
の
無
意
識
な
感
情
表

出
に
ゲ
ー
ム
世
界
が
反
応
す

る
こ
と
で
、
二
つ
の
世
界
が

一
層
融
合
し
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

没
入
感
が
向
上
す
る
シ
ス
テ

ム
の
開
発
方
法
を
探
っ
た
。

　
有
本
准
教
授
は
、
無
意
識

な
感
情
表
出
を
笑
い
声
に
限

定
。
笑
い
声
に
対
し
て
ゲ
ー

ム
世
界
が
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
す

る
こ
と
で
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

没
入
感
が
向
上
す
る
か
を
検

証
し
た
。
ま
た
、
そ
の
と
き

適
切
な
ゲ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
解

明
を
図
っ
た
。

　
被
験
者
14
人
を
２
人
１
組

に
し
実
験
条
件
が
異
な
る
３

つ
の
ゲ
ー
ム
を
プ
レ
ー
さ
せ

　
中
小
企
業
の
販
路
拡
大
を

目
的
と
し
た
「
中
小
企
業 

新
も
の
づ
く
り
・
新
サ
ー
ビ

ス
展
」（
主
催
・
全
国
中
小

企
業
団
体
中
央
会
）
が
12
月

７
日
か
ら
３
日
間
、
東
京
都

江
東
区
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
青
海
展
示
棟
で
開
催
さ

れ
、
本
学
惑
星
探
査
研
究
セ

ン
タ
ー（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）の
和
田

浩
二
主
席
研
究
員

写
真

が
「
は
や
ぶ
さ
２
の
挑
戦:

小
惑
星
に
人
工
ク
レ
ー
タ
ー

を
つ
く
る
」
と
題
し
て
講
演

し
た
。

　
和
田
主
席
研
究
員
は
、
世

界
で
初
め
て
小
惑
星
リ
ュ
ウ

グ
ウ
に
人
工
的
に
ク
レ
ー
タ

ー
を
作
り
、
試
料
（
岩
石
の

か
け
ら
）
を
持
ち
帰
っ
た

「
は
や
ぶ
さ
２
」
に
つ
い
て

「
太
陽
系
の
起
源
や
太
陽
系

内
に
お
け
る
生
命
の
起
源
の

手
掛
か
り
に
迫
る
科
学
的
成

果
が
期
待
で
き
る
」
と
そ
の

意
義
を
強
調
し
た
。

　
和
田
主
席
研
究
員
の
専
門

は
天
体
衝
突
。「
は
や
ぶ
さ

２
」
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
ク
レ

ー
タ
ー
を
作
る
衝
突
装
置

（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
）
と
衝
突
の
瞬
間

を
撮
影
す
る
分
離
カ
メ
ラ

（
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｍ
３
）
開
発
の
そ

れ
ぞ
れ
の
副
主
任
責
任
者
と

い
う
役
割
で
参
加
し
た
。

　
講
演
で
は
ま
ず
、「
１
㍈

に
も
満
た
な
い
粒
子
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
塵

ダ
ス
ト

が
ぶ
つ
か

っ
て
、
く
っ
つ
く
か
ど
う
か

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
上
で
研
究
し

て
き
た
」
と
自
己
紹
介
。
そ

の
上
で
「
地
球
な
ど
の
惑
星

は
も
と
も
と
、
ダ
ス
ト
同
士

が
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
ど
ん
ど

ん
成
長
し
て
形
成
さ
れ
た
」

と
い
う
仮
説
を
紹
介
。
そ
の

解
明
の
た
め
に
「
は
や
ぶ
さ

２
」
が
持
ち
帰
っ
た
カ
プ
セ

ル
の
中
の
リ
ュ
ウ
グ
ウ
の
岩

石
の
か
け
ら
が
重
要
だ
と
語

っ
た
。

　
ま
た
、
人
工
ク
レ
ー
タ
ー

を
作
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

爆
薬
を
使
っ
て
弾
丸
を
発
射

し
、
リ
ュ
ウ
グ
ウ
表
面
に
穴

を
開
け
る
た
め
に
「
は
や
ぶ

さ
２
」
に
約
５
㌔
の
弾
薬
を

積
ん
で
行
く
こ
と
に
な
っ
た

と
説
明
。「
は
や
ぶ
さ
２
」

を
開
発
す
る
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
内

外
の
議
論
で
「
探
査
機
を
全

損
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
」

　
電
子
情
報
通
信
学
会
ヒ
ュ

ー
マ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
グ
ル
ー
プ
（
Ｈ
Ｃ
Ｇ
）
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
昨
年
12
月

15
〜
17
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
さ
れ
た
。
そ
の
特
集
テ

ー
マ
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
仮
想
非

現
実
と
仮
想
　融
合
す
る
に
は

■　

有
本
准
教
授
が
受
賞

　
高
齢
者
が
高
い
創
造
性
を

保
つ
と
精
神
的
幸
福
も
向
上

し
、
そ
の
創
造
性
は
広
範
な

脳
部
位
の
活
動
が
複
雑
に
連

携
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
た
。

　
情
報
工
学
科
の
信の

ぶ

川か
わ

創そ
う

准

教
授

写
真

を
代
表
に
、

福
井
工
業
大
、
福
井
大
、
金

沢
大
、
兵
庫
県
立
大
の
研
究

者
・
医
師
ら
６
人
は
こ
の
ほ

ど
、
脳
波
の
脳
部
位
間
の
位

相
同
期
現
象
に
着
目
し
て
解

析
。
高
い
創
造
性
を
発
揮
す

る
高
齢
者
は
、
ア
ル
フ
ァ
波

発
生
帯
域
の
機
能
的
な
神
経

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
上
昇
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。

　
成
果
は
昨
年
10
月
22
日
、

本
学
か
ら
公
表
さ
れ
、
神
経

科
学
論
文
な
ど
で
定
評
の
あ

る
学
術
誌
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ー

ズ
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ニ
ュ
ー

ロ
サ
イ
エ
ン
ス 

（
ス
イ
ス
に

本
部
）
に
発
表
さ
れ
た
。

　
脳
波
に
よ
る
こ
の
検
査
は

安
全
安
価
・
容
易
で
、
近
年

の
機
能
的
核
磁
気
共
鳴
（
ｆ

Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
に
よ
る
脳
機
能
解

析
よ
り
も
精
細
に
解
明
で

き
、
超
高
齢
化
社
会
で
認
知

症
や
高
齢
う
つ
な
ど
へ
の
対

策
に
有
効
と
期
待
さ
れ
る
。

　
信
川
准
教
授
ら
は
、
健
康

な
高
齢
者
20
人
に
、
創
造
的

な
思
考
能
力
を
思
考
の
速
さ

・
広
さ
・
独
自
さ
・
深
さ
の

観
点
か
ら
捉
え
る
「
Ｓ

‐

Ａ

創
造
性
試
験
」
と
脳
波
に
よ

る
機
能
検
査
を
実
施
。
ア
ル

フ
ァ
波
の
位
相
同
期
に
着
目

し
て
脳
の
機
能
的
な
神
経
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
（
各
脳
部

位
間
の
神
経
活
動
の
同
期
現

象
を
捉
え
、
脳
内
神
経
の
結

合
状
態
を
定
量
化
）
を
調
べ

た
。
そ
の
結
果
、
高
齢
者
の

創
造
性
の
高
さ
は
、
脳
内
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
結
合
の
高
さ

はやぶさ２の挑戦語る
■　和田主席研究員　中小企業展で

　
本
学
と
包
括
的
連
携
協
定

を
結
ん
で
い
る
県
内
九
十
九

里
町
の
九
十
九
里
小
学
校
で

12
月
19
日
、
ロ
ケ
ッ
ト
出
前

講
座
が
行
わ
れ
た
。
同
小
児

童
に
加
え
、
近
隣
の
豊
海

小
、
片
貝
小
や
一
般
参
加
の

小
学
生
も
含
め
計
42
人
が
参

加
し
た
。

　
本
学
講
師
と
し
て
機
械
電

子
創
成
工
学
科
の
和
田
豊
准

教
授
と
、
惑
星
探
査
研
究
セ

ン
タ
ー
の
前
田
恵
介
研
究
員

が
参
加
。「
大
空
に
飛
び
立

て
！
　
み
ん
な
の
ロ
ケ
ッ

ト
！
」
と
題
し
た
講
演
で

は
、
宇
宙
と
ロ
ケ
ッ
ト
に
つ

い
て
ク
イ
ズ
形
式
で
理
解
を

深
め
た
り
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
基

礎
知
識
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
ま
た
、「
は
や
ぶ
さ
２
」

に
搭
載
さ
れ
て
い
る
観
測
装

置
の
開
発
に
惑
星
探
査
研
究

セ
ン
タ
ー
が
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
説
明
す
る
と
、

「
は
や
ぶ
さ
知
っ
て
る
！
」

と
、
宇
宙
へ
興
味
を
示
す
生

徒
か
ら
声
が
上
が
っ
た
。

　
教
材
と
し
て
作
る
水
ロ
ケ

ッ
ト
に
つ
い
て
も
、
な
ぜ
水

が
必
要
か
、
空
気
の
力
が
ど

う
作
用
す
る
か
な
ど
、
小
学

生
に
分
か
り
や
す
い
よ
う
丁

寧
に
仕
組
み
を
説
明
し
、
ロ

ケ
ッ
ト
づ
く
り
に
取
り
組
ん

だ
。

　
水
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
入
れ
た
水
を
圧
搾

空
気
で
噴
出
さ
せ
て
飛
ば
す

仕
組
み
。
ロ
ケ
ッ
ト
を
完
成

さ
せ
て
、
い
よ
い
よ
打
ち
上

げ
。
発
射
装
置
が
校
庭
に
準

備
さ
れ
、
待
ち
望
ん
だ
児
童

た
ち
は
ソ
ワ
ソ
ワ
。

　「
ゴ
ー
、
ヨ
ン
、
サ
ン
、

ニ
ー
、
イ
チ
、
ゼ
ロ
」
の
か

け
声
で
自
分
の
作
っ
た
ロ
ケ

ッ
ト
が
勢
い
よ
く
、
高
く
飛

び
出
す
と
、
子
ど
も
た
ち
は

大
き
な
歓
声
を
上
げ
て
い

た
。

　
参
加
児
童
ら
は
「
ま
た
挑

戦
し
た
い
で
す
」「
楽
し
か

っ
た
」「
も
っ
と
ほ
か
の
ロ

ケ
ッ
ト
づ
く
り
も
し
て
み
た

い
」
と
、
話
し
て
い
た
。

　
付
き
添
っ
た
保
護
者
た
ち

は
「
学
生
の
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
楽
し
く
作
れ
た
」「
子

ど
も
に
分
か
り
や
す
い
講
座

で
し
た
」「
予
想
よ
り
高
く

飛
ん
だ
の
で
驚
き
ま
し
た
」

「
寒
い
中
、
準
備
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
感

想
を
寄
せ
て
い
た
。

水
ロ
ケ
ッ
ト
飛
ん
だ
!

■　

九
十
九
里
小　

出
前
講
座
に
歓
声

水ロケットは勢いよく空へ

「
狂
気
の
沙
汰
」
と
の
意
見

も
出
た
が
、「
科
学
的
成
果

を
得
る
た
め
に
は
不
可
欠
と

関
係
各
所
を
説
得
し
た
」
と

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
。

　
和
田
主
席
研
究
員
は
本
学

Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
研
究
テ
ー
マ
に

も
言
及
。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家

ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
絵

の
タ
イ
ト
ル
「
我
々
は
ど
こ

か
ら
来
た
の
か
、
我
々
は
何

者
か
、
我
々
は
ど
こ
へ
い
く

の
か
」
を
引
用
し
て
「
惑
星

探
査
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に

よ
っ
て
こ
の
究
極
の
問
い
に

答
え
よ
う
と
し
て
い
る
」
と

熱
く
語
っ
た
。

　
講
演
の
前
日
に
「
は
や
ぶ

さ
２
」
か
ら
切
り
離
さ
れ
た

カ
プ
セ
ル
が
無
事
地
球
に
帰

還
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
会
場

は
満
席
。
リ
ュ
ウ
グ
ウ
で
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
す
べ
て
成
功

し
た
こ
と
に
対
し
、
惜
し
み

な
い
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
た
。

高
齢
者
の
創
造
性
　
脳
内
で
連
携

■　

信
川
准
教
授
ら　

脳
波
で
初
検
出

と
関
連
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

　
脳
血
流
を
可
視
化
す
る
ｆ

Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る
と
、
創
造
的

な
課
題
に
対
し
て
脳
は
複
数

の
神
経
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
互

い
に
連
携
さ
せ
、
注
意
・
認

知
・
記
憶
な
ど
の
脳
機
能
を

統
合
し
な
が
ら
取
り
組
む
。

　
今
回
は
脳
波
で
、
ｆ
Ｍ
Ｒ

Ｉ
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
短
い

時
間
ス
ケ
ー
ル
で
の
動
的
な

脳
神
経
活
動
を
調
べ
、
高
齢

者
の
創
造
性
と
関
連
す
る
機

能
的
神
経
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

検
出
に
成
功
し
た
。
創
造
性

の
高
さ
は
広
範
な
脳
部
位
間

の
機
能
的
結
合
強
度
（
連

携
）
と
関
連
し
、
こ
の
関
係

は
知
的
機
能
（
Ｉ
Ｑ
ス
コ

ア
）
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
と
い
う
。

　
信
川
准
教
授
ら
は
今
後
、

空
間
分
解
能
を
よ
り
高
め
た

高
密
度
脳
波
計
や
脳
磁
図

計
、
さ
ら
に
人
工
知
能
や
新

た
な
解
析
手
法
を
開
発
し
て

解
明
に
取
り
組
む
と
い
う
。

　
信
川
准
教
授
は
本
研
究
の

関
連
テ
ー
マ
で
昨
年
12
月
、

公
益
財
団
法
人
大
川
情
報
通

信
基
金
の
研
究
助
成
に
採
択

さ
れ
て
い
る
。
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２
０
２
０
年
度
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
昨
年

７
〜
12
月
、
す
べ
て
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
開
催
。
特
設
サ

イ
ト
に
、
各
学
科
の
特
色
や

入
試
情
報
、
学
生
企
画
な
ど

を
ア
ッ
プ
し
た
。
中
で
も
、

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
会
は
定
期

的
に
展
開
。
高
校
生
や
保
護

者
か
ら
「
進
路
や
入
試
情
報

に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

相
談
で
き
て
う
れ
し
い
」
と

声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
入
試
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、

12
月
13
日
に
は
、
一
般
入
試

の
本
学
の
過
去
問
題
を
解
説

す
る
動
画
を
公
開
し
た
。
大

手
進
学
塾
講
師
を
動
員
し
て

分
か
り
や
す
く
解
説
し
、
傾

向
と
対
策
に
利
用
す
る
受
験

生
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　「
全
部
見
せ
ま
す
、
千
葉

工
大
！
」
ウ
ェ
ブ
版
特
別
バ

ー
ジ
ョ
ン
第
３
弾
で
は
、
津

田
沼
・
新
習
志
野
・
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
を
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
し
た
。

　
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
相
談
コ

ー
ナ
ー
も
好
調
で
、
学
部
・

学
科
や
授
業
、
学
生
生
活
に

つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
質

問
に
対
応
し
た
。「
チ
バ
ニ

ー
」
×
「
入
試
広
報
課
学
生

ス
タ
ッ
フ
」
で
、
イ
ン
ス
タ

ラ
イ
ブ
に
も
挑
戦
。
ラ
イ
ブ

中
に
投
稿
さ
れ
る
質
問
に
学

生
が
次
々
応
え
た
。

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
引
き
続

き
公
開
中
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
で
行
事
の
中
止
が
続
く

中
、
本
学
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
「
第
71
回
津
田
沼
祭
」

も
会
場
で
の
展
開
を
取
り

止
め
、
12
月
12
日
に
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た
。

　
会
場
で
開
催
で
き
る
も

の
、
と
企
画
準
備
に
時
間
を

費
や
し
て
き
た
学
生
た
ち
だ

が
「
密
集
を
避
け
る
コ
ロ
ナ

下
で
も
で
き
る
こ
と
は
？
　

画
面
で
も
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
は
ず
」
と
奮
起
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
に
移
行
し
た
と
い

う
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
開

拓
」。
自
分
の
今
い
る
環
境

や
考
え
方
に
停
留
す
る
こ
と

な
く
、
次
々
に
新
し
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ
う

と
い
う
意
志
を
示
し
た
。

　
開
催
日
に
は
瀬
戸
熊
修
理

事
長
、
松
井
孝
典
学
長
が
動

画
で
あ
い
さ
つ
を
寄
せ
、
初

の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

　
提
供
し
た
企
画
は
、
学
科

や
研
究
室
・
部
活
・
サ
ー
ク

ル
な
ど
で
頑
張
る
姿
を
写
真

や
動
画
で
シ
ェ
ア
す
る
「
日

常
Ｐ
Ｒ
コ
ン
テ
ス
ト
」
▽

写
真
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

・
イ
ラ
ス
ト
部
門
で
作
品

を
公
開
す
る
「CREATIVE 

CONTEST

」
▽
参
加
者
た
ち

と
オ
ン
ラ
イ
ン
通
話
で
ア
バ

　
い
よ
い
よ
本
格
的
な
受
験

シ
ー
ズ
ン
が
到
来
。
大
学
受

験
本
番
を
控
え
、
志
望
校
に

合
格
で
き
る
か
ど
う
か
不
安

を
感
じ
な
が
ら
日
々
を
過
ご

し
て
い
る
受
験
生
が
多
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
同
じ
年
ご
ろ
の
子
を
持
つ

親
と
し
て
、
受
験
生
の
子
を

持
つ
保
護
者
が
ど
ん
な
こ
と

で
受
験
を
応
援
し
て
い
る
か

ち
ょ
っ
と
調
べ
て
み
た
と
こ

ろ
。
多
く
の
母
親
は
食
事
で

応
援
し
て
い
る
よ
う
で
、
普

段
の
食
事
は
も
ち
ろ
ん
、
夜

食
や
、
ゲ
ン
担
ぎ
メ
ニ
ュ

ー
、
も
ち
ろ
ん
、
試
験
当
日

の
お
弁
当
と
さ
ま
ざ
ま
だ
。

　
そ
う
い
え
ば
、
私
は
息
子

が
吹
奏
楽
部
の
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
場
す
る
と
き
や
こ
こ
ぞ

と
い
う
勝
負
の
時
、
必
ず
カ

ツ（
勝
つ
）丼
を
持
た
せ
て
い

た
。
あ
と
か
ら
聞
い
た
話
、

「
時
間
も
な
く
パ
パ
っ
と
食

べ
た
い
の
に
、
は
み
出
る
く

ら
い
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
だ
し
、

美
味
し
そ
う
だ
し
、
正
直
辛

か
っ
た
…
…
」。唖
然
。（
涙
）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
試
験
会
場

で
は
昼
食
も
自
席
で
と
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
楽
し
く
食
事
を

す
る
こ
と
で
、
気
分
転
換

…
…
と
は
い
か
な
い
が
、
ホ

ッ
と
で
き
る
ひ
と
時
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
頑
張

れ
！
受
験
生
。

　
入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
。
関
東
は
空
が
澄
ん
だ
日

が
多
い
で
す
が
、
厚
い
雲
に

覆
わ
れ
た
地
域
も
多
い
こ
と

で
し
ょ
う
。
一
方
で
、
社
会

に
も
暗
雲
が
垂
れ
こ
め
て
い

ま
す
。
新
た
な
病
原
体
に
対

す
る
恐
怖
だ
け
で
な
く
、
経

済
的
な
不
安
、
こ
れ
ま
で
の

生
き
方
を
変
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
負
担
、
協
力
し
な
い

人
た
ち
と
そ
う
い
う
人
を
非

難
す
る
こ
と
に
明
け
暮
れ
る

人
た
ち
、
こ
れ
で
も
か
と
い

う
閉
塞
感
が
周
り
に
満
ち
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
長
く
厳
し
い
冬
が

続
け
ば
続
く
ほ
ど
、
春
の
訪

れ
は
嬉
し
い
も
の
で
す
。
暗

い
冬
が
終
わ
っ
て
明
る
く
暖

か
い
春
が
訪
れ
た
と
き
、
心

が
躍
る
よ
う
な
開
放
感
と
幸

福
感
に
満
た
さ
れ
ま
す
。

　
い
ま
社
会
を
覆
っ
て
い
る

暗
雲
も
、
い
つ
か
き
っ
と
晴

れ
渡
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

う
信
じ
る
こ
と
が
最
初
の
一

歩
、
次
に
春
に
向
か
う
た
め

に
は
い
ま
何
を
す
べ
き
か
、

デ
マ
や
悪
意
に
満
ち
た
情
報

に
惑
わ
さ
れ
ず
に
自
分
で
考

え
る
こ
と
が
大
切
。
そ
し
て

幸
福
は
心
の
持
ち
よ
う
で
あ

り
、
絶
対
的
な
指
標
は
あ
り

ま
せ
ん
。
学
食
の
水
餃
子
が

お
い
し
か
っ
た
な
あ
、
と
思

う
だ
け
で
も
心
は
満
た
さ
れ

ま
す
。
日
々
の
小
さ
な
幸
福

を
か
み
し
め
な
が
ら
、
春
を

信
じ
て
生
き
た
い
も
の
で

す
。

　
機
械
電
子
創
成
工
学
科

　
　
　
　
　
　
長
瀬
　
　
亮

　
新
し
い
年
を
迎
え
た
の
で

す
が
、
今
年
は
イ
レ
ギ
ュ
ラ

ー
な
正
月
を
送
ら
れ
て
い
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
我

が
家
も
毎
年
訪
れ
る
妻
の
実

家
や
観
音
様
へ
の
初
詣
も
無

く
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
正
月

が
明
け
ま
し
た
。

 

様
々
な
行
事
が
中
止
、
延

期
と
な
っ
て
ま
す
が
、
以
前

の
記
事
の
通
り
、
11
月
の
同

窓
会
評
議
員
会
の
中
止
、
評

議
員
の
方
の
任
期
が
延
長
と

な
り
ま
し
た
。
学
生
の
中
に

は
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
方
も

お
ら
れ
ま
す
。
残
念
な
が
ら

多
く
の
地
域
で
成
人
式
が
中

止
や
延
期
と
な
っ
て
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
開
催
の
地
域
も
あ
り

ま
す
が
、
や
っ
と
迎
え
た
成

人
式
、
地
元
の
仲
間
、
友
人

と
語
り
、
飲
み
明
か
せ
な
い

の
は
大
変
残
念
な
こ
と
で

す
。
コ
ロ
ナ
終
息
後
に
は
、

是
非
と
も
改
め
て
開
催
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
昨
年
、
俳
優
の

舘
ひ
ろ
し
さ
ん
が
叙
勲
（
旭

日
小
綬
章
）
さ
れ
ま
し
た
。

舘
ひ
ろ
し
さ
ん
は
、
数
十
年

前
本
学
に
在
籍
さ
れ
て
お

り
、
同
窓
会
長
名
で
祝
電
を

お
送
り
し
ま
し
た
。
お
め
で

た
い
事
で
す
ね
。
ま
た
同
窓

会
Ｈ
Ｐ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
で
、

同
窓
会
テ
ィ
ー
ビ
ー
が
６
本

ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
早
く
心
か
ら
お
め
で
と
う

と
言
え
る
日
常
を
迎
え
ら
れ

る
こ
と
を
祈
念
し
て
ま
す
。

　
同
窓
会
特
命
理
事

　
　
　
　
　
　
辻
　
　
隆
徳
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品し

な

田だ

　
常つ

ね

浩ひ

ろ

　
　（
総
務
部
　
警
備
員
）

　
と
て
も
き
れ
い
な
構
内
と

頼
れ
る
先
輩
方
に
囲
ま
れ
た

環
境
で
仕
事
が
で
き
て
最
高

で
す
！
　
早
く
熟
練
の
警
備

員
に
成
長
し
、
学
生
や
教
職

員
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
趣
味
は
映
画
鑑
賞
、
模

型
製
作
。

新
任
紹
介

（敬称略）

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

大
学
祭
も〝
オ
ー
キ
ャ
ン
〞も

「
開
拓
」掲
げ
サ
イ
ト
展
開

タ
ー
役
を
脱
出
さ
せ
る
「
脱

出
ゲ
ー
ム
」
▽
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

大
会
「
ス
マ
ブ
ラ
杯
」
▽
参

加
者
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技

術
力
を
競
い
合
い
、
千
葉
工

大
の
技
術
力
を
発
信
す
る

「
津
田
沼
祭
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
大
会
」
｜
｜
な
ど
。

　
実
行
委
員
長
の
南
斉
麻
琴

さ
ん
（
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

学
科
３
年
）
は
「〝
開
拓
〞

に
は
、
新
た
な
モ
ノ
を
開
拓

し
、
元
の
活
力
あ
る
生
活
を

取
り
戻
し
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
を
込
め
ま
し
た
。
大
変

な
ご
時
世
で
す
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
津
田
沼
祭
が
少
し
で
も

皆
さ
ん
の
活
力
に
な
っ
て
い

た
だ
け
た
な
ら
幸
い
で
す
」

と
語
っ
た
。

　
毎
年
の
大
学
祭
で
は
、
近

隣
市
民
な
ど
２
万
人
前
後
が

来
場
し
、
じ
か
に
各
学
科
・

文
化
会
の
成
果
や
体
験
コ
ー

ナ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
。
今

年
も
市
民
か
ら
「
中
止
で
す

か
？
」「
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
る
の
に
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
た
。

進路相談や入試情報　好評

オープンキャンパス 第
71
回

津
田
沼
祭

進路相談で受験生の質問に答える学生スタッフ

インスタライブを終え、チバニーと記念撮影

開会式に動画を寄せた瀬戸熊理事長
と南斉実行委員長のサイト紹介

㊤ｅスポーツ「スマブラ杯」のサイト
㊦「プログラミング大会」のページ


